
TOPICS

大所工場は、1992年7月に設置されました。各種エマル
ジョン製品や建築用シーリング材などを生産し、現在、市
場のニーズに対応して製造設備の増強を行っています。
また、ＱＣサークル活動が盛んに行われており、社内の優
勝チームが国家品質経営発表大会に挑戦し、中小企業
現場改善部門の地方大会および全国大会において４
年連続で金賞を受賞するという快挙を達成しました。この
実績は、「品質の信越」をアピールするのに大きく役立っ
ています。
●設置年月：1992年7月
●敷地面積： 25,000m2　
●生産品目：各種シリコーン製品

大所工場

ソウル市内から南に約110ｋｍ、忠清北道の陰城郡に大所工場があります。
ここは、台風や水害などの自然災害がほとんどない地域です。
陰城は、韓国料理に欠かせない唐辛子の名産地で、四季折々の山菜も豊
富です。また、工場から車で約２０分くらいの距離には有名な「籠橋」があり
ます。この橋は、東洋最古の石橋と言われ、韓国の美しい道100選に選ばれ
ています。

●韓国・忠北道庁ホームページ： http://www.cb21.net/

自然の豊かさと東洋最古の石橋が魅力

工場周辺はこんなところ

韓国信越シリコーン ホームページ  http://www.shinetsu.net/

これまで分散·老朽化していた研究開発と品質検査の
施設を統合し、昨年5月、研究開発・技術サポートの基
地として新たにテックセンターを開設しました。同センター
は、韓国の顧客向けのほかに海外市場向けの一部新規
製品の開発とテクニカルサービスの拠点としての役割を
担っています。

テックセンター

東洋最古の石橋「籠橋」

開設されたテックセンター

さまざまな
山菜のあえ物

ＱＣサークル活動で金賞を受賞した関係者の皆さん

「信越シリコーン」の主要生産工場を紹介する工場探訪シリーズ。
第4回目は、韓国信越シリコーンの大所工場です。

昨年5月、新たにテックセンターを開設した韓国信越シリコーン。充実し
た研究開発体制と徹底した品質管理で、韓国国内のみならず、海外市場の
ニーズにも対応すべく、積極的な展開を図っています。

製品開発や品質管理の体制も充実
多様化する市場のニーズに応える大所工場

韓国信越シリコーン 大所工場
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この記事は、シリコーンニューズ140号（2015年1月発行）に掲載されたものです。


